
 

◆参加した親の声◆ 

とても良い体験ができました。子どもにとっては、一人

も知らないお友達だらけという環境でどうやってお友達

になったり、協調性を持って仲良くやっていくか考えたこ

とがこれからの人生の中でとても大切な時間だと思いま

した。私自身親でありながら娘について知らないことも

多くあり楽しく過ごしました。 

私がなかなか人の中に入るということが苦手な方で、

ほとんどこのようなイベントに参加するという機会があり

ませんでした。でも、ゲームや食事作りなどもアイデアい

っぱいで子どもに助けられたり、いろんな場面で子どもの

成長を感じることができました。もっと早く参加すれば良

かったと私自身の成長にも気づき、また驚きでした。 

よく考え、練られたプログラムだと思います。ディズニ

ーランドより楽習会！！とうちの子は言っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左上から時計回りに 

◆ウォークラリー 
◆火起こし体験 
◆夕食のピザ 

◆クリスマスリースづくり

 

今年の秋もいろんなところに

遊びに行ったな～。 
みんなの地区にも呼んでね～ 

   
 

“茅子連（ちこれん）”は茅野市子ども会育成連絡協議会の略称です

第16回親子自然体験楽習会

9/6 菊沢区二百十日祭 
9/7 諏訪湖ふれあい祭

10/26 ハロウィン 

9/14 サイエンスフェスタ

11/2 豊平まつり 

9/23 農業祭 

10/12 
縄文まつり 11/23 こども会議11/8 新そばまつり 

11/3 ゆるキャラグランプリ 

11/2 金沢まつり 

茅子連は 10 月 4 日～5 日に茅野市青

少年自然の森で、小学生の家族を対象に親

子自然体験楽習会を開催しました。毎年茅

子連育成部とシニアリーダー（茅野市リー

ダースクラブのＯＢ・ＯＧ）が企画し運営

しています。 

日常生活から離れて森の中で過ごす時

間は、親と子の絆をいっそう深めてくれ

て、とても貴重な体験になったようです。

また来年も開催を予定しますので、ぜひ

ご参加ください。 

10/5 蓼科高原映画祭 

11/2 湖東まつり 

10/25 
芸術祭 



 

 

 
 

市は子どもの主体性を発揮できる事業を行う子ども会育成会に補助金を交付しています。今年度の交

付事例をご紹介しますので参考にしていただき、地域の子ども会行事を活性化するために来年度に向け

てぜひこの制度の利用をご検討ください。 

①上古田子ども会育成会（夏祭りにおける子どもの参画） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

②上槻木子ども会育成会（焼きいも会～サツマイモの栽培と観察を通して収穫まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★子ども会育成モデル事業の事例特集★～補助金を活用して子ども会行事を盛り上げよう～ 

◆育成会長の声◆ 

「公民館主催の夏祭りで実施する流しそうめんの

事前準備を地区の保育園児から高校生の子ども

と大人が一緒になって行いました。竹を削って当日

使用する 130 膳のはしを作製しました。子どもか

ら大人までが一緒に準備することで異年齢の交流

が生まれ、地域の繋がりが深まりました。 

祭り当日も中学生に手伝ってもらいながら小学

生がゲーム進行を行い、単に参加するだけでなく

運営する側に関わってもらうことができました。」 

 上古田子ども会育成会長 山田 周平 

 

◆主体的に参加した子どもの声◆ 

「ますつかみでは捕まえることができなかった

けど、みんなが楽しんでくれて私も嬉しかった

です。ビンゴ大会でリーダーシップをとらせて

もらって、みんなが喜んでくれてとても嬉しか

ったです。」  長田 侑海（東部中学校１年）

 

◆育成会長の声◆ 

「６年生の子ども会役員が苗床づくりから参加し

たことで主体性が身につきました。最初は大人

が用意したシナリオで行事進行していましたが、

実際の作業時には大人から教わった作業方法を

上級生が下級生に丁寧に教えていました。 

成長したなと思えたのは、収穫祭の時に子ど

もが考えたシナリオを大人に相談してきたこと。

子どもが自主的に進行・作業などができるように

なりました。作物を育てる大変さと喜び、念願の

焼きいも会を開けたことへの達成感が得られた

と思います。」  

 上槻木子ども会育成会長 東城 博 

6 年生役員が事前に苗床を作る 

大人から教わりながら苗を植えた 

収穫作業 

大きなサツマイモがとれました 

竹を削ってはしを作る ビンゴ大会を子どもが進行 

保育園児から大人まではし作り 
作ったはしで流しそうめん 

はしの材料となる竹の切り出し 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③長峰地区子ども会育成会（お泊まり会～地域の歴史の学習会と夏の思い出づくり） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※モデル事業について詳しく知りたい方は、裏面の事務局までお気軽にお問い合わせください。 

◆主体的に参加した子どもの声◆ 

「サツマイモを奥まで掘る時に、いくら

掘っても全然とれなくて苦労をしまし

た。焼きいもの会の時に、いもを火から

隠したところも苦労をしました。だけ

ど、できあがって食べてみると、苦労し

たかいがあったと思いました。」  

 三浦 一斗（泉野小学校 6年）

◆育成会長の声◆ 

「耕作体験として、とん汁に使用する大根の

種まきを行い、お泊まり会当日は子どもた

ちが収穫と調理を行いました。もちつき大

会は、高齢者クラブと協力して行い、子ど

もたちとお年寄りの間で交流を持ちながら

活動ができました。 

夜には、小学生以上を対象に地域の歴

史の勉強会（御柱と縄文文化）を行い、地

域の理解を深めました。肝試しでは、おど

かす方法やルートを子どもたちと考え準備

をし、当日のおどかし役は６年生主体で行

いました。 

いくつものレクリエーションを通じて、夏

の思い出づくりと縦割り間のコミュニケーシ

ョンが取れたと思います。」  

 長峰地区子ども会育成会長 雨宮 弘樹

◆主体的に参加した子どもの声◆ 

「とん汁づくりでは、たくさんの人が協

力しておいしいとん汁ができました。草

取りは積極的に取り組み、疲れる作業だ

ったけど、しっかりできました。スイカ

割りでは一人１回ずつ、何回も失敗しな

がらたたいて、やっと割れてみんな嬉し

そうでした。 

 友達と泊まり、楽しくて寝る時間が遅

くなったから朝がとても眠かったです。」 

 上原 栞（宮川小学校6年）

つきたてのおもち 

流しそうめん 

高齢者クラブと協力してもちつき 

みんなで一緒に農作業 

とん汁づくり 

スイカ割り

みんなでおいしくいただきました 

たき火でお楽しみの焼きいも

地域の歴史も勉強しました 

焼きいもの準備 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                   
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ：「茅子連だより」の内容、または「子ども会育成会」について皆さんの意見をお寄せください。また、各地区・
単位育成会での活動等で茅子連だよりに掲載・取材を希望する題材がありましたら、ご連絡をお願いします。

連 絡 先：茅野市役所 こども部こども課こども係 茅子連広報部事務局  
〒３９１－８５０１ 茅野市塚原二丁目６番 1号  
ＴＥＬ:０２６６－７２－２１０１ 内線３１２  
ＦＡＸ:０２６６－７３－９８４３ 
E-mail: kodomoka@city.chino.lg.jp 
市ホームページ:http://www.city.chino.lg.jp 
ちーぼ Facebook: https://www.facebook.com/chihbo.chino8 

ちーぼの Facebookページは、 
①「ちーぼ Facebook」と検索 
②左記のＵＲＬへアクセス 
③右のＱＲコードを読み取る 
でご覧いただけます。 

ちーぼの絵日記
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茅子連では毎年、小学５,６年生を 

対象にして集団遊びの講座を開いて 

います（ジュニアリーダー養成コース）。 

中学生や高校生のお兄さん、お姉 

さんが企画をして、子どもの手による 

子どものためのプログラムを実践し 

ています。この秋には、カップケーキ 

作りをしたり、運動会をしたり、ビー 

ズストラップ作りをしました。 

 学校では体験できないたくさんの 

集団遊びを楽しんでみませんか？ 

そして、参加した皆さんにはやがて 

地域の中で、自分たちが年下の子ど 

もたちに集団遊びを教えられるよう 

になってもらいたいと願っています。 

ちーぼが応援団長を務めている「茅野市ぼくらの未来プロジェクト」の中高生が企画して「愛してるぜ茅野ミーテ

ィング2014」（第7回こども会議）が11月 23日に市民館で開催されたんだ。 

当日は市長さんを交えたダンス（写真左上）でのオープニングにビックリ！第 1 部ではサイコロトーク（左下）

やテーブルごとに来場者による意見交換（中央）が行われて、「茅野の日」「助け合い」「公園活用」「ケータイインタ

ーネット」「茅野市の宝」の５つのテーマについてたくさんのアイデアが飛び交っていたよ。 

第 2 部では中高生のステージ発表が行われて、東部中学校の吹奏楽（中下）、東海大三高校のダンス（中上）、茅

野高校の演劇（右下）、諏訪実業高校の書道（右中）が 

素晴らしい舞台を見せてくれてすっごく感動したよ！！ 

こういう楽しい企画で自分たちが暮らす街について考 

えられるっていいよね。中高生のお兄さん、お姉さん達 

の姿がとってもカッコよく思えた1日だったよ♪ 

 

参加する前はもっと堅
苦しいのかなと思って
いたけど、楽しいイベン
トがあったり、ミーティ
ングも話しやすい感じ
の雰囲気でとても良か
ったです。（中 2女子） 

集団遊びや小物作りをみんなで楽しもう！！

★ちーぼレポート★愛してるぜ茅野ミーティング 2014（第 7回こども会議）

茅野市ぼくらの未来プロジェクト presents 

他の学校の人や、高校生、
大人と意見を出し合っ
て、いろんなアイデアが
たくさん聞けて、とても
楽しかった。ステージ発
表もすごい。感動してヤ
バかったです（中 2女子）

★参加した中高生の声★ 
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423 


